
日　時 ２０１３年　２月　２３日（土曜日）

試合会場 青葉の森陸上競技場

気象状況  天　候； 晴れ  ﾋﾟｯﾁ状況； 天然芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

　晴天の寒空の中、コパソルのキックオフで始まった準決勝第1試合、ドリブルを多用して攻め込むリベレオに対し、パス中心に

攻め込むコパソル、共に4-5-1システムの攻防となりました。

　立ち上がり主導権を握ったのはリベレオ。前半3分ドリブルからのスルーパスに反応した72番高橋君のシュートでリズムをつか

4 0
2 0

2

準決勝　第１試合

10時00分

対戦チーム FCリベレオ　グリーン

　リベレオは13分・16分と選手を入替え攻撃のアクセントを変え、更に追加点を狙いに攻め込むが、コパソルも体を張って相手の

攻撃を防ぎ前半終了。　　（2-0でリベレオがリード）

　リベレオは、73番田川君を中心に中盤をドリブルで仕掛け相手の隙をみて、スルーパスを交ぜて攻めるのに対し、コパソルは

22番内金崎君を軸にパス中心に攻める前半の攻防でした。

千葉美浜ＦＣコパソル　Ｌ

み、次いで5分34番石内君が右サイドからドリブルでゴール前に仕掛け、2人をかわしシュート。先制ゴール。　　　　　　　　（1-0）

　6分72番高橋君からのスルーパスを受けた34番石内君がスピードを生かし抜け出し、1対1になり冷静にシュート。　　  　（2-0）

　反撃の糸口をつかみたいコパソル。9分22番内金崎君がペナルティエリア外からシュート。が、惜しくもキーパー齋藤君の

試合結果

　後半になり、落ち着きを取り戻したコパソルは選手を入替え反撃を試みる。中盤まで運べるようになるが、リベレオの堅守に

阻まれ得点がとれず。

　小学生で学んだ技術・戦術を活かしジュニアユース年代でのサッカーに役立てて、更なる成長を期待しています。

0

　対するリベレオも選手を入替えリズムを変えて攻撃に出る。

　後半11分リベレオ75番石崎君のクロスボールに反応した8番林君のヘディングシュートが決まり更に追加点。　　　　　　（3-0）

好セーブに阻まれ得点ならず。

　12分コパソル3番須藤君からのパスを25番鈴木君がシュートもキーパー正面。

リードしているリベレオは、ドリブルを多用しながら、要所要所でパスで相手を崩しにかかり、17分72番高橋君のミドルシュート

が決まる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4-0）

　コパソルも最後まで諦めず1点を取りに来たが、反撃及ばず試合終了。4-0でリベレオが決勝進出となる。

　パス中心に攻めたコパソルだが、思うようにつながらずゲームが作れなかったのに対し、リベレオは積極的に仕掛け相手を

引き出しスペースを作り、チャンスを確実に得点につなげていました。

　両チーム共に広い視野を持って何をすべきかを考えながらプレーをしていたが、動き出しの良さでリベレオが得点を取ること

ができた試合となりました。

千葉市サッカー協会第４種委員会　技術部／伊東雄一　記　　　



日　時 ２０１３年　２月　２３日（土曜日）

試合会場 青葉の森陸上競技場

気象状況  天　候； 晴れ  ﾋﾟｯﾁ状況； 天然芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

試合結果

準決勝　第２試合

11時00分

対戦チーム Wings U-12

2 0
1 0

1 0

幕張リバティーズ

だボールを2番秋元君が落とし、しっかりと狙いすまして24番谷中君がゴールを決める。Wingsが待望の先制点を挙げた。(1-0)

　この直後、リバティーズも反撃。18分には、6番長谷川君がシュートを放つがWingsGK1番押川君は正面でキャッチ。この反撃も

　冬の晴天に恵まれたものの、時折強く吹く風に寒さは厳しい中での試合となった。幕張リバティーズ(以下、リバティーズ)は4-4-

2、一方のWings U-12(以下、Wings)は4-5-1のフォーメーション。時刻どおりの11時にWingsキックオフで試合は開始となった。

　最初のシュートはWings。開始１分に、2番秋元君が落としたボールを7番菅井君がゴールを狙うが枠を外れる。この後すぐのフリ

ーキックを13番佐藤君が直接ゴールを狙うも、リバティーズ1番GK山本君がしっかりとキャッチ。６分には、Wings13番佐藤君の左か

らのクロスに12番角田君が飛び込むが、これは惜しくもオフサイドの判定。Wingsの幅のある攻めに対しリバティーズはゴール前を

固め、カウンター狙いの展開となってくる。Wingsはその後も8分、10分とリバティーズゴールを襲うが、リバティーズDF陣44番中嶋

君、38番佐竹(凌)君、52番永友君、41番野口君、39番佐竹(峻)君らの堅い守りに、シュートは枠を捉えられない。

リバティーズの後半の最大のチャンスは13分。6番長谷川君のボールを受けた43番内野君のシュートはついにゴールネットを揺ら

したかに見えたが、Wings4番大舟君のあきらめない守備とGK1番押川君の見事なセーブでボールはゴール外へとはじき出された。

　リバティーズもチャンスを見ては、6番長谷川君にボールをつなぎ、43番内野君、45番沼辺君の2トップでWingsDFをカウンターで

突破しようとするが、Wingsの中盤の底を支える7番菅井君、9番柳原らの対応もあり、なかなかWingsゴールを脅かすところまでは

行かない。

確実に摘む流れとなった。Wingsはこの後も攻撃の手を緩めることなく、15分以降も3本のシュートを放つなどしたが、リバティーズ

実に惜しいシュートだった。このシュートで、Wingsはカウンターに対する対応をいっそう固め、この後はリバティーズの反撃の芽を

  試合が動いたのは、Wingsがベンチの指示で2トップのフォーメーションに変更した2分後の17分。22番加藤君が右から流し込ん

の堅い守りが大きく崩れることはなく試合終了のホイッスルとなり、Wingsが決勝戦への切符を手に入れることとなった。

単発に終わり、試合の流れは終始Wingsのまま前半終了となった。

　なんとかリズムを作りたいリバティーズのキックオフで後半は開始されたが、開始3分までにWingsに3本のシュートを許すなど、

なかなかリズムがつかめない。守備に慌てることなく、淡々とカウンターを狙っている中、4分には43番内野君が縦に出てきたボ

ールを上手く受けて、一人をかわして持ち込んでシュートを放つなど、チャンスが出始める。ところが、5分。Wings2番秋元君が、

トップの位置から中盤にやや下がって受けたボールをそのままミドルシュート。これがリバティーズGKの頭上を抜いて見事に決

まり、Wingsは2点目を追加。リバティーズの硬い守りの一瞬の隙をついた見事なシュートだった。(2-0)

　この後も、Wingsはしっかりとボールを回しながらゴール前で攻撃を組み立て、リバティーズがそれを跳ね返すと言う攻防が続く。

千葉市サッカー協会第４種委員会　技術部／岡本靖弘　記　　　

　終始Wings優勢の流れとはなったが、リバティーズの反撃にはスピードと強さがあり、緊張感ある試合であった。



日　時 ２０１３年  ２月 ２３日（土曜日）

試合会場 青葉の森陸上競技場

気象状況  天　候； 晴れ  ﾋﾟｯﾁ状況； 天然芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

0

0 0

試合であった。

13時00分

対戦チーム Wings U-12 FCリベレオ　グリーン

　18分　リベレオ72番高橋君が中央突破し8番林君に繋ぐ、抜け出した林君がシュートを打つが

　小学生最後の千葉市大会はwings対FCリベレオというクラブチーム同士の決勝戦となった。

　ポゼッションを高め相手を変化させながら崩しに行くwingsに対して激しいプレスからボールを

　ここで前半終了。

　最初のチャンスを掴んだのはwings。 

　５分 　17番松田君が左サイド13番佐藤君へ素晴らしいパスを通す、佐藤君が相手を引き付け

wings4番大舟君がスライディングでブロック。

決　勝　戦

試合結果

2 0
2

が、シュートが打てずにボールがこぼれる、これに反応した34番石内君がシュートを打つが枠を外れる。

奪いカウンターを仕掛けるリベレオという試合展開になった。2点差ではあるがまだまだ両チーム

２番秋元君へラストパス、これを秋元君が左足でサイドネットへ流し込み先制。(1-0)

　反撃に出るリベレオは、10分 34番石内君が裏へ抜け出しシュートを放つが僅かに外れる。

　14分　wings17番松田君が中央で待つ12番角田君へ楔を入れこれを正確ポストプレーで2番

秋元君につける、秋元君がダイレクトでシュート　GKの頭を越えゴールに吸い込まれ追加点.(2-0)

　その後攻める勢いを強くするリベレオがチャンスを作る。

　16分　73番田川君が72番高橋君に繋ぎ高橋君がスライディングシュートを打つがGK押川君が

ファインセーブ。

　お互いに中盤での攻防が激しくなり中々ボールを運べない状況が続く。

　１８分　wings2番秋元君が中央突破するがリベレオ75番石崎君が体を張って防ぐ。

　１９分　wings29番柳生君がDFからボールを奪いシュートを打つがGK斉藤君がセーブ。

　２０分　リベレオが右サイドコーナー付近でFKのチャンス、73番田川君が72番高橋君に合わせる。

どちらが勝つのかは読めない展開だった。

　後半に入るとお互いに一進一退の試合展開になった。

　３分　wings22番加藤君がミドルシュートを狙うがGK斉藤君の正面。

　６分　wings10番山岸君から28番橋本君に繋ぎクロスを送るが29番柳生君には僅かに合わない。

　試合終了のホイッスルがなるとサポーターから大きな拍手が起こった。

千葉市サッカー協会第４種委員会　技術部／岩間浩昭　記　　　

　惜しくも敗れたリベレオも全員がハードーワークしボールを奪い攻撃に繋げていた。

　両チーム共に個の技術が高く、チームとしての関わりも整理されていて決勝に相応しいハイレベルな

　素晴らしい環境で最高の試合を繰り広げてくれた選手たちに敬意をはらうと共に、次のステージでの

活躍に期待したい。

　相手を見ながら流れるような攻撃を見せてくれたwingsが優勝を掴んだ。


